
令和８年度 厚木市史編さん委員会会議 次第 
 

                                           日 時 令和８年６月12日（金） 

                            午後２時から 

                                        会 場 厚木市役所第二庁舎 11階 

会議室 

  

 １ 開    会 

２ あいさつ 

 ３ 議  題 

(1) 令和８年度事業の実施計画について（資料１） 

  

(2) 『厚木市史』発刊計画について  （資料２）  

 

(3) 『厚木市史たより』の構成について（資料３） 

 

(4) その他 

 

４ 閉    会 



資料１

事 業 名 称 事　業　の　概　要 実施予定時期

市史の編集

『厚木市史』の発刊に向けて資料調査、原稿作
成、写真撮影等を行う。
・『厚木市史』近代資料編(２) 編集・発刊

・令和８年度
近代資料編（２）発刊

市史編さん委
員会の開催

市史の発刊計画や内容等を審議する。  ６月12日開催

市史編集専門
委員会の開催

市史編集のため調査、研究、執筆等をする。
 ・全体会
 ・近世部会
 ・近代・現代部会

・ 全体会５月26日
       (年１回）

・ 各部会は随時開催

歴史講座の開
催

『厚木市史』編さん事業を周知するため講演会を
開催する。

・６月21日(日)に
厚木シティプラザ6階
サイエンスホール250
にて開催予定

『厚木市史た
より』の発行

市史編さんの過程で判明した特筆すべき事実や資
料の紹介、市史の編集状況を掲載する広報誌を発
行する。
  第34号・第35号
  仕上がりＡ４、カラー４頁、各1,000部

年２回発行

・第34号 10月予定
・第35号 ３月予定

資料の調査
『厚木市史』近代通史編、近世通史編発刊のため
資料の調査、収集、整理を実施する。

 通年

行政廃棄文書
の引継ぎ、整
理、保存

保存年限の満了する公文書から歴史的に重要な資
料を選別、整理、保存する。

 ７月頃実施

令和８年度市史編さん事業実施計画（案）



発刊順 時代区分 発刊年度

1 原　始 昭和59（1984）年度

2 近　世 昭和61（1986）年度

3 中　世 昭和63（1988）年度

4 古　代 平成４（1992）年度

5 近　世 平成４（1992）年度

6 古　代 平成９（1997）年度

7 中　世 平成10（1998）年度

8 近　世 平成15（2003）年度

9 近　世 平成18（2006）年度

10 近　世 平成20（2008）年度

11 近　世 平成22（2010）年度

12 民　俗 平成25（2013）年度

13 民　俗 平成28（2016）年度

14 近　代 令和２(2020)年度

15 古　代 令和４(2022)年度

16 近　代 令和８(2026)年度

17 近　代 令和10(2028)年度

18 近　世 令和12(2030)年度

19 全時代 令和14(2032)年度

既刊

近世資料編（３）文化文芸編

近代資料編（２）

近代通史編

近世通史編

年表・ダイジェスト版

古代通史編

近代資料編（１）

近世資料編（４）村落２

近世資料編（５）村落３･荻野山中藩

近世資料編（６）村むらと生活

民俗編（１）生活記録集

民俗編（２）村の暮らし

資料２

『厚木市史』の発刊計画（案）

書　　　名

地形地質編･原始編

近世資料編（１）社寺

古代資料編（１）

近世資料編（２）村落１

古代資料編（２）

中世通史編

中世資料編



第34号・第35号（年２回発行）、Ａ４カラー ４ページ（Ａ３二つ折り）　 各1,000部　

第34号 発行日　令和８年10月１日　予定 執筆 写真掲載 文字数

１頁

２頁

３頁

４頁

第35号 発行日　令和９年３月１日　予定 執筆 写真掲載 文字数

１頁

２頁

３頁

４頁

資料３

３枚～
４枚

6000字

３枚～
４枚

6000字

令和８年度　市史たより構成（案）



厚木市史たより執筆記事一覧

錦絵「不二三十六景」 飯田 孝氏

厚木市史について 神崎 彰利氏

登山一号墳出土の形象埴輪 望月 幹夫氏

『事務報告書』について 内藤 佳康氏

『厚木市史』近世資料編（6）について 片山 兵衛氏

近世資料編を読むために（1）―はじめに― 神崎 彰利氏

厚木の歴史を語るマッチ箱 杉山 貴氏

近世資料編を読むために（2）―近世で一番古い古文書― 神崎 彰利氏

第４号 事務報告に見る関東大震災 内藤 佳康氏

新しく生み出される民俗 落合 清春氏

近世資料編を読むために（3）―一番古い年貢関係文書― 神崎 彰利氏

元禄大地震とその被害 内藤 佳康氏

近世資料編を読むために（4）―一番古い年貢関係文書― 神崎 彰利氏

登山一号墳と国道二四六号線 稲村 繁氏

清源院及び清源院文書について 藤野 泰造氏

宝永地震と富士山噴火 内藤 佳康氏

近世資料編を読むために（5）―一番古い年貢関係文書― 神崎 彰利氏

第９号 登山一号墳出土の埴輪群をめぐって 望月 幹夫氏

第10号 『厚木市史』民俗編（1）生活記録集について 内藤 佳康氏

第11号 郷土の絵師歌川国経 平本 元一氏

第12号 厚木市内出土の瓦について 髙橋 香氏

第13号 古代厚木の人々の信仰 永井 肇氏

八王子平塚道 内藤 佳康氏

厚木市市域の人々とフィリピン共和国 樋口 雄一氏

第15号 古代の愛甲に関する二、三の憶説 鈴木 靖民氏

戸田小柳遺跡の調査成果について 戸羽 康一氏

鐘ヶ嶽採集瓦と武蔵国分寺の同笵瓦について 髙橋 香氏

厚木市史』民俗編（2）村の暮らしについて 内藤 佳康氏

講の年次変化からみえるもの 平本 元一氏

墓を建てられなかった「英霊」たち‐戦争末期の軍の指示をめぐって‐ 樋口 雄一氏

ヤマトタケル伝承と古代東海道 永井 肇氏

第19号 古代愛甲郡の山寺と大壁建物へのアプローチ 鈴木 靖民氏

第20号 厚木市域の平安・鎌倉の武士‐毛利荘と毛利・大友氏‐ 菱沼 一憲氏

第21号 歴史の波頭を求めて～「愛甲の古代を探る」を聞く～ 鈴木 靖民氏

厚木にも前方後円墳があった！ 望月 幹夫氏

古代愛甲郡の豪族 永井 肇氏
第22号

第７号

創刊号

第２号

第３号

第５号

第６号

第８号

第14号

第16号

第17号

第18号



第23号 厚木と渡辺崋山『游相日記』 川島　敏郎氏

第24号 「他界」を展示する意味‐企画展「再生・永遠回帰の生命」を見る‐ 大野　一郎氏

第25号 古代(七世紀後半)の評の設置と分割―愛甲郡の成立を考える― 鈴木 靖民氏

第26号 女流民権家　富井於菟小考 内藤 佳康氏

第27号 考古遺物からみた厚木の古代の秤 葉山 茂英氏

第28号 戦後女性たちの暮らしと罹災者 樋口 雄一氏

第29号 現在の私たちの暮らしを映す鏡『厚木市史 古代通史編』 宮瀧 交二氏

第30号 独立税ミシン税の課税―昭和前期の税制を振り返って― 井上 泰氏

第31号 「相州星降梅」を刻む本阿弥光悦像 山田不二郎氏

第32号 玉川の水害から河川改修へ 井上 泰氏

厚木の則天文字 荒井 秀規氏

金剛寺採集瓦について 髙橋 香氏
第33号


